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専用PCの
パワポ編集

営業
デジタルサイネージ管理システムの開発

背 景 と 目 的

さいたま新都心駅のデジタルサイネージ用ディスプレイ(2台)は個々に専用端末を設置し、
パワーポイント(PPT)のスライドショーをディスプレイと画面共有することでポスター画像
を表示していた。ポスターの掲出・撤去をする際は、ディスプレイ設置個所まで行き、鍵付
きの専用ボックスに入っているPCを取り出し、内勤でPPT編集後に再度専用ボックスへ
格納しており、作業が40分ほどかかっていた。
作業が煩雑なため、データ化されているものでも印刷して紙媒体で掲出していた。ポス
ターラックの場所によっては終電後の貼替作業となり、駅社員の負担となっていた。

開発前の問題点 開発してよくなった点

(1)ディスプレイを活用できていない
(2)ロール紙、インクの消費が激しく、印刷するとゴミが増える
(3)専用端末での作業が煩雑(1回あたり40分程度)
(4)掲出、撤去忘れが発生していた

(1)掲出数は2.5倍に増えた（月18枚→48枚）
(2)ロール紙やインク代が50％カット(年間28万→14万)
(3)作業時間が半分以下になった(1回あたり40分→10分程度。早いと5分！)
(4)掲出・撤去忘れがなくなった
(5)使いやすく簡単なユーザーインターフェースで誰でも活用できる。

開 発 し た も の

開発パートナー：JR東日本コンサルタンツ株式会社
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掲出期間が設定できる！
開始と終了を設定すること
で自動化
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作業時間
40分

平均作業時間10分！
内勤で作業時間10分！


